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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【大嶺東分・下村地域】 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 センター施設の整備(人が集まるような) 

 住民サービス(特に福祉面での) 

 働く場の獲得、誘致活動 

 インフラ整備 

 図書館の整備(本屋がない) 

 基礎行政機関の維持 

 駅前の拠点 

 子ども・子育てしやすい環境 

 組織のスリム化 

 起業に向けた財政的な支援 

 事業の合理化。複数の事業を掲げず、主

体となる事業の決定 

 空家を使った効率的な利活用 

 市の魅力をたくさん PR する 

 病院の維持 

 病院(医院)で、人口の割に多い科もあるが

全くない科もあるので、せめて、その科

の誘致を 

 ごみ収集の工夫(ごみを出しやすくする) 

 外出時の交通手段 

 今ある自然を利用した集客力のあ

るイベントなど 

 現存する建物を利用して魅力ある

物にする 

 空家・空耕地・無管理の山、個人不

動産の流動化補助 

 行政が住民に協力してくれる体制

が欲しい 

 若者の意見が取り入れられる行政 

 ①道路網が高度②空施設アリ③自

然災害少ない環境、これらを活かせ 

 住む人多いこと、年齢にバランスが

ある 

⇒若い人、仕事、老人 

 住環境 

 空家が少ない 

⇒空地・田畑が少ない、荒地なし 

⇒空地の管理者がいること 

⇒環境が良いこと(お花いっぱい) 

⇒危険なところがない 

 各世帯にタブレット支給、AI 時代を

迎えるにあたって！ 

住
民
面 

 地元の学校に進学する 

 商店さんの頑張り 

 地区内の便利な所への移住 

 身近なものは市内で買う 

 地域の一体感 

 地域のつながり 

 地区主体の行事等の開催 

 バス利用を日常化 

 景観のルールを決める 

 財政に頼らない 

 危機感を持つ 

 移住者へ対する、地域ごとの取り組み

特色を競うような… 

 自治会活動の活性化 

 何か人々の欲を刺激するスポット 

 桜まつり、市民が参加するブース、お

店 

 住民のコミュニケーションが必要 

 積極的な社会参加する行事には全部参

加する 

 墓をどうする！市が主の散骨場の設

置、宗派は問わず 

 近辺の道路や公園は地域住民の手で 

 河川の清掃 

 住民同士で支え合う、見守り、ゴミだ

し等 

 ボランティア・地域活動への参加する

(気持ち) 

 住民の「心」、助け合い、協力し合い、

理解し合う、心情のある住民であるこ

と 
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地区を発展させる 

取組 

 地域拠点を作る(決める) 

 都市機能の集中 

  IT や英語など特化した特色ある教育 

 図書館の新設 

 働く場の確保(IT 企業の誘致など) 

 地元企業の育成 

 空家の高齢者利用、グループホーム的 

 人の繋がり 

⇒高齢者の見守り活動 

⇒防災・災害時対応・避難訓練 

 企業誘致 

 子どもの遊び場となる公共内施設の整備 

 地区独自のイベントで活性化 

 閉校・廃校を利用した起業推進 

 起業・企業誘致の成功事例をつくり、PR

を行う 

 地域コミュニティの充実、集まって・特技

を生かし、自分を、地域を活かす 

 ５軒組をつくって、毎月１軒ずつに集まっ

て昼食をとり、理解を深め 

 他市外から来る魅力があるショップやカ

フェが欲しい 

 桜まつりをドローンでとって美祢市のホ

ームページで発信 

 雲海カフェ 

 仕事がある 

 企業誘致を行政・市会議員頑張ってして下

さい 

 弁天池の水、活用方法はないか 

 地区行事を増やす 

 運動会・夏休みの納涼祭 

 十六夜の復活 

 月に２回公民館主催で映画を上映 

 美祢駅周辺の環境美化 

 火葬場に花を植えてほしい、各地域で「花

いっぱい」を唄っているのに、人生最後の

場所に１本もない、寂しい 

 眠れている人材・資源の活用(退職した人・

有能な人) 

 教育の力、美祢の良さをしっかり学ぶ人を

自分同様大切にする「心」を養う 

目指すべき 

スローガン 

 地元指向都市 

 インフラコストの削減 

 大嶺町東分一極集中の実現 

 ボランティアの笑顔あふれる町 

 大自然、心の安らぎ、頑張ろう美祢 

 美祢市の見本になろう 

 起業誘致斡旋都市美祢 

 産・官・学のまち 

 行政と住民の一体感で美祢のすごさを発

信しよう 

 笑顔集う 

 ワクワクドキドキな地域づくり 

 安心安全楽しい人生 

 安全・安心、この町大好き 

 ショッピングといえばみね！(企業誘致) 

 やさしさと笑顔のみね 

 笑顔いっぱい 今日もありがとう 

 緑・花・人の町、美祢 

 めざせ発展、夢の未来へ 

 守ろう わが町 わが故郷 

 めざそう 共に 笑顔の 美祢の里 

 共に築こう 夢の未来 

 色彩豊かな核となるまちみね 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【大嶺西分】 

 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 多世代がつながる場(つながりは有) 

 ゲートボール場 

 城原小の跡地利用、地域主体の事務局の創立 

 城原小、地域の人が集まる場を 

住
民
面 

 帰ってきて集まる場所、城原小学校 

 同窓会(ランチルームで) 

地区を発展させる 

取組 

 城原小の夏まつりをまた始めたい(若い世代だけでなくみんなで！)  

 小学校カフェ(サロン)、久保修さんの切り絵教室 

 買い物拠点、注文をしたら持って来てくれる 

 西分会を作ろう(多世代の代表者) 

 地域主体、多世代が意思決定する組織。人少ないから出来そう 

 世代間での意見交流会 

 児童クラブを小学校へ(集会所では困る) 

 みんなが小学校を維持していくために…草刈教室(若い世代へ) 

 空家の提供➔移住を促進 

 地域で、担い手を育てるグループ。20 代～30 代の育成 

目指すべき 

スローガン 

 つながりを維持！ 

 だいたい
．．．．

顔見知りの西分 

 ほぼ知人になれる西分 

 オールウエスト 

 西分で目指す方向を一致させる 

 家のような安心感(西分＝家)みたいなもの 

 帰って来れる場所。ソフト面で(ハードはもうあると思う) 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【大嶺奥分】 

 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 ジオパーク“黒”の充実 

 山頭火の碑のアピール 

 公衆トイレなど、公衆施設 

 食堂(ジビエ) 

 空家リノベーション 

 独居老人が集える場所 

 郵便局の行政「出張所化」 

 子どもたちとふれあえる機会 

 河川の整備 

 公共交通機関 

 子育てしやすい環境 

住
民
面 

 住民同士の協力・声掛け 

 奥分の魅力発信 

 若者の定住 

 地元愛を育む教育 

 集いの場や集う機会 

 地域のリーダー的存在(若手) 

 防災の取組 

 災害時の１次避難所 

 近くで買い物ができる場所 

地区を発展させる 

取組 

 炭鉱記念館 

 炭鉱・石炭にちなんだおもてなし 

 高齢者が活躍できる食堂 

 地域のリーダーを決める(集落ごと)若

手 

 住民全員参加型避難訓練 

➔ハザードマップを全員で読み込む 

➔地域ぐるみの避難訓練・避難所体験 

 使いやすいジオタク 

 乗合アプリ・LINE の活用 

 当時の観光マップ 

 神社・札所のマップ 

 定期的な集まり 

 ふるさと学習 

 便利な生活環境 

 企業とのかかわり出前講座 

 企業と住民の交流、見学できるところ 

➔工場見学・体験学習 

 便利な生活環境 

 市営住宅リノベーション 

➔民間委託し運営 

 農事法人企業誘致 

 子どもと一緒に農業体験、(カフェ等)

手伝い 

目指すべき 

スローガン 

 生涯一役 

 めざせ！！人生の楽園デビュー 

 にこにこ老後は気力・体力・免疫力アッ

プしよう！！ 

 元気が一番 

 退職したら田舎に帰ろう！ 

 黒ダイヤで勝負 

➔無煙炭コーヒー・クッキー・カレー 

 鳥獣(シカの角)を使った商品開発 

 子どもに帰ってきてもらおう！！ 

 手つかずの自然をあなたに 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【大嶺北分】 

 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 地域の花だん 

 交流の場、小フラワーランド 

 コミュニティーセンターとして

の設備の充実 

 交流の場所(駅・トイレ) 

 農村センターの充実 

 施設・設備の充実 

 市営住宅 

 空家の把握と使い道(崩れかけた空家

をどうするか) 

 アパートが欲しい 

 農業法人のような企業家 

 地域行事への参加 

 行事、地域を挙げて盛り上げる 

住
民
面 

 地域のリーダー 

 人と人とのつながり 

学校を通して 

 

地区を発展させる 

取組 

 行政の働きかけを十分に行う 

 センター交流場所 

 防災への取組・住民を守る体制 

 地区祭りの宣伝 

 十八夜祭を地域全員で盛り上げる 

 学校行事に参加する 

 しあわせ学校の充実 

 ふるさと学習 

 イベント全員参加できる取組 

 市営住宅・アパートがいる 

 耕作放棄地の活用 

 空家、若い人移住 

 仲良しハウス 

 交流人口を増やす 

 企業との交流 

 人材育成 

目指すべき 

スローガン 

 育てよう、若いリーダー 

企業家を育てる 

声をあげよう➔リーダー 

行政に声をあげる(とどける) 

 若い人たちの住み良い町 

 みんなが声かけ合って楽しい地域 

 重安小学校、日本一、しあわせ学校 

 生涯一役・生涯現役 

 いきいき生活できる働ける高齢者の

いる町 

 SNS の活用 

 みんな元気で楽しい地域 

 みんなで支え合う北分 

 皆で支え合える地域 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【厚保地域】 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 地域の状況の把握 

 移動手段の確保 

 公民館の維持 

 公民館の充実 

 厚保小・中の確保(保育園も) 

 市民が活躍できる行事をする 

 安心・安全な生活 

 U ターンする活動 

 やる気のある市議員 

 地区行事の(祭)理解(補助金等) 

 縦割行政→横のつながりも大切に 

 リーダーの発掘(情報収集、提供) 

 列車とバスの一体的な運行計画を 

 生活用品の確保 

 空家の持主との取次ぎをする人 

 空家対策 

 移動販売車人口維持(学生の人数・空家

対策) 

 フリーWi-Fi 

 学校の存続 

 企業誘致、働ける場の提供 

 地域のお寺やお宮をもっと生かす(条例

の改正?)→社会教育の事業場所として、

災害時の緊急時に利用 

住
民
面 

 地域からの発信(行政へ) 

 施設の充実 

 高齢者が活躍できる場所・機会の確保 

 田園風景の維持(景観) 

 高齢者の活躍の場 

 厚保に子どもを残す親・祖父母 

 地元をアピールする 

 店 

 住みやすさ 

 伝統の継承 

 空家・農地を放置しない、一人一人が

意識を持つ 

 地区、地元に対する理解・愛着 

 まちの実態を知る機会(話し合い)の創

出 

 まちの将来について話す場 

 集会へ若者や市職員の参加 

 地区の中で話をする場 

 リーダー 

 働く場 

 観光地 

 元気な中年(活躍する、世代交代できる) 

 今いる人は出ない 

 家族は帰ってくる 

 小さい時から良い思い出をつくる 

 青年団のような組織 

地区を発展させる 

取組 

 まちを語る場 

 移動手段の確保 

 地区内の移動手段の充実 

 世代ごとで話し合える場 

 地区内でのバスの循環 

 買い物をしに行く乗り合いバス 

 地区を利用するような環境づくり 

 高齢者が活躍できる機会づくり 

 地区の宝を活かす取組 

 くりのアピール、コメのブランド化 

 婚活 

 厚保に奥さん(旦那さん)と連れて帰れる魅

力的な旦那さん(奥さん) 

 家を建てたらもらえる市補助金 

 家を建ててくれる親 

 子どもを産んだらもらえる市補助金 

 空家利用(企業への開放等)※景観良い！IC

有 

 立地(IC、駅等)を活かした取組 

 ふるさとを思う教育 

 地区の宝、住民が本気で残していく 

 厚保栗の更なるブランド化 

 各世代でのまちを真剣に話す場 

 外部の人に地区の良さを知ってもらう 

 フリーWi-Fi 

 空家・廃校活用 

 地域の人材を育成するシステム(補助金) 

 プロのコーディネーター(まちおこし、市の

職員では限界) 

  IKEA・コストコ 

 退職者が技術を活用できる場所をつくる 

 美祢線の活用(鉄道ファンを含む) 
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 医療費無料 

 物流の拠点にする(高速道路利用)の充実 

 集う場をつくる 

 アマゾン受け取り場所をつくる 

 市外に買い物に行かなくても済むように

する 

 厚保地区のリノベーション 

 隣近所を大切にする 

 住民の意識改革(ボランティアの理解) 

 ボランティア精神を養う(？) 

 人材発掘(資格・経験) 

 高齢者パワー 

 故郷の環境整備(地区の宝を守っていく) 

 地区の魅力の維持 

 地元の人が頑張る 

 ベッドタウン化 

 子育てしやすい・老後暮らしやすい(子育

て・結婚) 

 助け合いの精神 

 近くに職場がある→厚保に住むことが出

来る 

 収入を得る手段の構築(地元で働く、地元で

暮らす) 

 地区の魅力の組織 

 今あるものを有効活用(欲しがりません) 

 ふるさと納税の取組 

目指すべき 

スローガン 

 住む人が誇れるまち 

 人が集まるまち 

 みんなが笑顔になれるまち 

 住む人が地区を好きになる 

 リノベーションして住みたい人を呼び込

む 

 シェアハウス化 

 ふるさとは美しく。 

 将来思い出せるまち(ふるさと) 

 住みやすい 

 子どもが帰ってきたくなる 

 コミュニティーのある 

 一生保証 

 ひとりひとりが主人公 

 なんじゃかんじゃ言うても守ろう故郷 

 感謝の気持ちを行動へ！ 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 

【豊田前地域】 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 

住
民
面 

 

地区を発展させる 

取組 

 

目指すべき 

スローガン 

 

 

▲ 市営住宅 

▲ 買い物する場 

▲ 交通機関の維持 

▲ 休耕田の活用 

▲ 働く場所、集う場所 

▲ 人口増 

▲ 豊田前を好きな人を増やす 

▲ 活気（助け合い）人間関係 

▲ 医療の設置 

▲ 若年層の定住（良質な住居の提供） 

▲ 中学校（閉校してしまった） 

▲ 歴史、史跡のＰＲ 

▲ 地元愛 

▲ お祭り、イベントを参加型で楽しむ 

▲ スポーツ交流・振興 

▲ 車の乗り合い 

▲ 声の掛け合い（誰にでも挨拶をする） 

▲ 近隣での助け合い 

▲ 自ら動くまちづくり 

▲ つなぐ、つながるまち 

▲ 健康で人生を楽しめる 

▲ 住民が楽しめるまちづくり 

 核となる公民館（場所）の活用（充実） 

 公民館活動への予算拡大 

 公民館だより等の改善（班回覧）、回覧で

は地域のこと分かりにくい、時代に逆行 

 利用しやすい公共交通整備 

 上下水道整備 

 育児世代（家族）への税制対応 

 30-40 代のリーダー育成（グループ化） 

 豊田前町で企業をつくるような取組（町

民で自主運営） 

 協調性（於福のような縦のつながり） 

 メンバーの固定化の解消（地区社協の取

組など） 

 中学校の跡地利活用 

 公民館を核とした企業体をつくる（赤郷のよう

な） 

 高齢者も参加しやすいイベント作り（見直し） 

 子どもが増える施策（小さくても良いが教育、

福祉等オールラウンドな総合タウンの建設） 

 史跡の整備による観光強化 

 高齢者-若者-子どもを結びつける環境 

 人々を定住させる（帰ってこさせる）仕組み 

 取組を行うメンバーの入れ替わり 

 青年の主催するイベントの開催 

 環境整備センター関連職員にも住んでもらえる 

 元気なまち、元気になれるまち 

 高齢者～子ども、どの世代も元気なまち 

 ひとにやさしいまちづくり 

 住んでいることを誇れるまちづくり 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【於福地域】 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 声優さんのイベント開催 

 魅力的な高い高校・大学を 

 アニメイトが欲しい 

 空家を民泊に(ゆもと温泉風)、会

社開業等の事業 

 もえサミット(男性キャラ) 

 秋吉台などをもっと活性化(若者

向けのお店等) 

 交通の発達、電車の本数を増やす 

 職場を増やしてほしい 

 将来帰ってきたい於福のままで 

 観光以外の美祢の特色が欲しい 

 水上アスレチック 

 ルネッサ長門みたいなところ 

 他の市から来てもらえるような

施設をつくる 

 観光ツアーの開催 

 イベントや祭りの開催 

 コンビニが欲しい 

 映画館・ゲーセンが欲しい 

 アニメのイベントをしてほしい

(声優さんに来てもらう) 

 保育園・幼稚園をつくる 

 商業施設の連携 

 産業の育成 

 武道場がほしい、広いスポーツ施

設 

 一般市民の声を聞く機会を多く

してほしい 

 交通サービス(高齢者等の交通手

段の確保) 

 地域医療・地域福祉・介護サービスの充実 

 子育てしやすい環境づくり 

 特産品の開発への支援 

 地域力・個人力・組織力→分教 

 自然を守り、維持し、活かす取組 

 美祢市各地域の活動拠点をつなげる橋渡し 

 空家の利用→具体的に 

 現状の持続と維持をどうするか 

 情報交換(孤独にならない為) 

 交流の場の充実 

 農業環境の整備(雑草対策) 

 地区別の(合同)交流 

 行政手続きの窓口(出張所機能) 

 学校・企業・市役所の連携→職場決定・入

学とともに 

 害獣対応無料柵づくり 

 人口増加への取組 

 農業推進事業(農具の貸し出し) 

 農業の法人化、産業化 

 美祢市観光コース・サポート事業→人を美

祢に呼び込む 

 買い物難民の解消(高齢者の手伝い・移動ス

ーパーの充実等) 

 地域・地元のことを知る 

 同じ目的をもつ者同士が集う場づくり、人

のネットワークの育成 

 若い人が集う場所・イベント 

 ガス抜き場 

 一生涯、於福で生きていく発想の醸成 

 広域での活動機会増加 

住
民
面 

 小・中学生のイベント参加(子ども

会の) 

 小・中学校のイベントへの地域の

方の参加を増やしたい 

 於福にコンビニが欲しい 

 観光スポットを SNS でもっと発

信してほしい 

 インターネットの活用通販、買い

物を便利に 

 行事の参加 

 音楽で交流したい 

 学校と地域の繋がり 

 人が集まる機会をつくる 

 情報交換(方法・場所) 

 連携網の充実 

 アクセスを活かした取組 

 地区の公会堂の利用活用を考える 

 共同農業 

 農業企業の設立 

 遊休農地利活用の支援 

 三世代交流(子どもたちに地域の伝統魅力を

伝える) 

 公民館・交流ステーションの利活用 

 於福・美祢市の観光案内 



10 

 

 道の駅おふくを拠点に地域づく

りとモノづくり 

 お年寄りの生きがいを知る 

 シニア食堂の開設 

 若い力の確保 

 小中学校と連携した地域創造 

 専門家の育成 

 市民が将来について考える余裕

を持つこと 

 若者の定住 

 廃校の利用→体験学習施設 

 ジビエを利用した特産品の開発 

 荒れ地を農地化(他地区から体験させる取組

も) 

 地域住民の信頼性・信頼感の強化 

 働き盛りの人をリーダーに 

 於福地域の地図づくり 

 国際交流 

 ボランティア団体 

地区を発展させる 

取組 

 TV の大プロジェクトに応募(モニタリン

グなど) 

 バズる PR 動画を投稿(おもしろいナレー

ター等) 

 土地の価格をすごく安くする→定住者を

増やす 

 握手会！ 

 声優さん誘致！ 

 美祢が舞台のアニメを作ってもらう 

 於福中ツイッター＆インスタ 

 地域清掃 

 生徒で映画をつくる 

 歌い手活動 

 自虐風 CM 

 映画、ドラマ、朝ドラの舞台にする！ 

 CV 私たちのアニメ制作 

 お金を集める 

 音楽祭を開催(歌や楽器の演奏会) 

 天神みたいな地下街をつくる 

 ゲーム作成 

 お茶を飲みながらトランプをしたい 

 遊園地つくる(ホテルもつくる) 

 アニメ再現の地にする 

 オリンピックに便乗してオフリンピック

を開催する 

 レクリエーション大会 

 めざせ住民力！ 

 山陽山陰を繋ぐ街に！ 

 夢・希望・安心 

 未来へ繋ぐ町づくり 

 みんなで一緒に 

 ふるさとは地元にありてつくるもの 

 私のふるさとは笑い声が聴こえる処 

 あるものを活かすまちづくり 

 人と人とのつながりを大事にする 

 中学生の希望を思い、実現しよう！ 

 ドローン 

 現行交通のフル活用カー＆ライド等 

 自主的に出会いの回数を増やす努力をす

る 

 年齢を重ねても自主精神を養う努力をす

る 

 高齢者が一緒に生活できる場所 

 高齢者でも働くことが出来る場所がほし

い 

 農業を法人化 

 大人数が入る大きな市民会館(1000 人以

上) 

 若者と高齢者の交流機会 UP 

 於福地区にスーパーマーケットが欲しい

(気軽に入れる店) 

 若い人のニーズを満たす 

 時々都会に行く機会を持つ 

 センスのいいショッピングの機会がある 

 一日一回以上声かけ→人と人とのネット

ワーク、話す機会をつくろう 

目指すべき 

スローガン 

 個性爆発 

 U ターンしたくなる I ターンしてみよう 

 於福には UIJ がある 

 人もいないコンビニない工業団地作った

のに来てくれない 

 日本一オタクにやさしい町 

 地域皆で 

 愛と勇気と私たちが友だちだ 

 TikTok で一攫千金ねらってます 

 あなたのアイドルは？さとうあすかさん

 誰にでも優しい町 

 日本一 

 つながるお福 

 住みよい町づくりコミュニケーションが

出来る町づくり 

 住民が健康であること 

 地域の良さを知ろう 

 目指せ 100 歳！ジビエを食べて 

 お金が欲しい 
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ですか？いいえ、山田先生です。 

 愛、元気 

 楽しく暮らせる町 

 仲良し 

 都会化(みんなが便利) 

 Love＆Peace 

 ここから全国へ(良さを知らせよう) 

 健康寿命が伸びる生活 

 みんなでやろう 

 お隣さんへ声かけしよう 

 花いっぱいの町にしよう 

 帰りたくなる於福へ 

 山口県の中心に 

※地域の中学生が参加 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【伊佐地域】 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 空家対策、安く貸し出す 

 補助金・助成金・祝金の充実 

 子ども、若者がまちづくりに関心をも

てるような教育 

 地区行事の財政的支援(十七夜は特に) 

 空家の再利用の支援 

 個人単位での利用しやすい交通サービ

ス 

 車がなくても生活に困らない取組 

 子育て家庭に配慮した町づくり 

 質のいい塾や学校→子供のために 

企業誘致(仕事の場を提供する) 

 移動市長室も良いが、地区長、福祉員、

民生委員と地区の問題点などについて

話し合う場があってもいいのでは！ 

 人材づくり(文化、芸術) 

 補助金の説明をもっと分かりやすくす

る 

 地域住民・企業で働く人を対象とした

道の駅をつくる 

 小中学校の統合 

 永代供養までのトータルサービス(特

養とか) 

 子どもが(親子で)楽しめる、地域ぐる

みのイベント 

住
民
面 

 住民同士のコミュニケーション、飲み

ニケーション 

 子供が増える環境づくり(出産祝い金、

一人目…円、二人目…円、三人目…円) 

 伊佐に愛着をもつこと 

 今ある商店がなくならないようにする

ためにも利用する 

 地域密着型の運営 

 外人から来る人への配慮 

 高齢者宅の見守り 

 上手な地区の魅力アピール 

 子どもを産みやすい環境づくり(産婦

人科！美祢市立病院・美祢市立美東病

院の存続は必須) 

 空家、手入れして安く貸す 

 U ターンにつなげるよう、同窓会開催 

 定期的に公民館で年代別パーティーを

開く 

 借家の促進 

 老人になっても自分の役割がある街 

地区を発展させる 

取組 

 人を増やす取組をするしかない 

 美祢「ようこそ美祢市へ」、美祢境におも

てなしキャラクターの設置 

 市、ボランティア隊づくり、空き家などの

掃除をする 

 空家の把握→空き家になって早い段階で

対応(行政) 

 認知症・介護予防とひとりくらし、要支援

者の見守りの充実 

 災害への備え(日頃からの対策・避難訓練

等) 

 男性の社会参加(サロン、ボランティア等) 

 316 号線、花の管理 

 休耕田、畑の貸し出し 

 宇部マテや興産をもっと密に 

 定期的に 1 回/3 か月集う会(地域住民・企

業) 

 世界ジオパーク、登録に市民一丸となる 

 住民向けの産業ツアー参加→愛着が湧

く？ 

 空家で学童地域の高齢者が見守る 

 人が集まる場所(スーパー等)に隣接して設

置する 

 宗派関係ない納骨室の建設 

 新校舎建設より、給食費等の減額 

 自習室の開放 

 65 歳～元気なうちで地域のタクシー役

(車の維持もシェアして) 

目指すべき 

スローガン 

 笑顔で健康な地域づくり 

 笑顔で暮らせる町 

 老人と子供が共存できる町 

 ゆりかごからお墓まで 

 子どもの居場所がある場所 

 伊佐の誇りをいつまでも持ち続けよう！ 

 明るいあいさつで絆を深める伊佐の街！ 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【嘉万・青景地域】 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 婚活パーティを企画する(秋吉台を大

きく利用) 

 コミュニティーバス(足がない) 

 働く場所づくり 

 空家利用と人口定住 

 公共交通機関の利便性向上 

 地域に学校を残す 

 人材育成(地区リーダーとなれる人) 

 土地(農地)の整理・活用 

住
民
面 

 人(若い方)を呼び寄せる 

 ごみ捨てステーション 

 働く場所の確保をする 

 桂花小を充実させ転入生を呼ぶ 

 楽しく暮らせる地域づくり(リーダー

の養成) 

 顔の見える関係性の構築、地域でのコ

ミュニティづくり 

地区を発展させる 

取組 

 小学校ブラスバンドをサロンに入れて広く広報する 

 田舎暮らしの楽しさを伝える・体験を開催する 

 リーダーの後継者づくり 

 イベントを多くして他地域の人々を呼ぶ 

 集落に根付きやすい受け入れ態勢づくり(理解をしてあ

げる・意見を聞いてあげる) 

 ボランティアで半田弁天の水でお茶を出す(人を呼ぶ) 

 女性の力を最大限発揮させる 

 白糸の滝周辺を花畑にし、客を呼ぶ(自然を楽しむ) 

 ボランティアのココロをもって声を掛け合って 

 地域リーダーやグループが生まれる土壌を整える 

 月 1 回集会を開き集落・集落の問題になっていることを

話し合い、解釈している 

 商店を呼ぶ、食料品等 

 人口定住のための受入体制の整備、コミュニティづくり 

 人口減少対策の特効薬はない、住みやすい自然を生かし

た環境をつくり、都会の人を呼びもどす 

 民宿の運営、観光案内 

 人材ネットワークつくり 

 ソバで町おこしを考える(ソ

バを食べられる食事処を増や

す) 

 医療介護の包括システム構築 

 高等学校に看護学科を新設す

る 

 八代のトンネルを過ぎた所か

ら道のそばにソバを植えて白

の花のソバ街道をつくる観光

開発も 

 関東関西方面の企業団地に美

祢市の企業団地を紹介する 

 フラワーロードにする(ソバ

の花の範囲を広げる。 

 カフェをつくる、水は半田の

水を使用 

 道の駅を新設する(秋芳町) 

 食事ができる場所を地区で運

営 

 井戸端会議ができるところ 

目指すべき 

スローガン 

 地域を知ろうバスツアー 

 若い人との対話を行う(意見を聞く) 

 地域の良さを子どもたちに伝える(まずは

親かな) 

 青景の 13 区営農を活かす 

 半田の水で人を呼ぶ 

 美味しい水でつくった※・野菜の販売(水の

PR) 

 白峯の水の良さを知ろう 

 地域リーダーやグループが生まれる土壌

をつくる、行政との協力が止めるような人

づくり 

 住みたいと思われる町 

 ジオパークを生かした観光振興、五感に響

くおもてなし 

 おいしい水の町 

 水がわく、希望がわく、夢がわく、わくわ

くする町 

 嘉万八千石とガンバロウ 

 おじいちゃんもおばあちゃんもガンバル

町 

 水に合い、花に愛、人に逢う、あいの里 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【別府地域】 

 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 

住
民
面 

 

地区を発展させる 

取組 

 

目指すべき 

スローガン 

 

 農業政策(安定的農業が維持できる) 

 獣害対策 

 有害鳥獣の処理施設 

 弁天池周辺の整備 

 弁天池・空家・空土地問題の解決 

 企業誘致・雇用の場(弁天池の水を利用した野菜づくり等(他 所で) 

 工場化 

 弁天、ぶどう、梨、江原ウバーレをもっと観光させていく(連携させてい

く)選果場→大嶺酒造→弁天池→江原ジオルートの観光活性化 

 起業等の相談 

 若者が働く場所の確保 

 移動手段の整備(行政と業者と住民) 

 交通の便を増やしてほしい、送迎をしてほしい 

 強み・魅力を活かす人材 

 1 年を通して観光客が来てくれるまちにしたい 

 農業の維持 

 梨生産の団地化、梨の増産 

 商店 

 弁天池・下嘉万・江原の連携 

 地域の特産品の開発(マスバーガー・マスずし) 

 弁天池とイベントの開催・名水百選を利用した取組 

 梨選果場周辺の整備 

 別府弁天池まちづくり協議会の PR・活性化 

 企業が求める人材の育成 

 リーダーの育成 

 公民館地域利用の部屋の設置、公園の開発 

 地域の情報発信(HP や SNS など) 

 弁天池の活用(周辺の店を増やす等) 

 若い人が集まる場所(ショッピングセンター  

  

 行ってみたい住んでみたい別府の里 

 弁天池を中心としたまちづくり 

 地域が繋がる 

 交通 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 

【秋吉地域】 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 

住
民
面 

 

地区を発展させる 

取組 

 

目指すべき 

スローガン 

 

 

 バス停まで行く足がない 

 地域を巡ってくれるミニバス 

 知人・友人を乗せるための道路交通

法上の規制をゆるめる(お礼は受け

取らない) 

 総合支所のエリアをまとめる(図書

館・公民館など) 

 秋芳支所の充実(テレビ電話等) 

 担当窓口の一体化(全ての業務を一

つの課でこなす) 

 

 

 

 

 個別配送(お弁当や食品) 

 お店をつくってほしい 

 

 

 

 

 

 

 みんなが協力する体制をつくる 

 秋吉市・秋吉房の復活 

 数年の内に元気であるための健康

づくりをする 

 

 

 

 

 若者の住みやすいまちづくり 

 明るい・住みよい町 

 あいさつの町 

 みんな仲良く 

 みんな 100 歳・みんないきいき 

 美祢市の全て、ただで見せます 

 秋芳洞の無料開放 

▲ 若者の働く場所 

▲ 人口定住の取り組み 

▲ 体育館を利用しやすいように 

 1 日が楽しめる秋芳町 

▲ 若者の力(30・40 代) 

▲ 若者の定住           

(若者の住みたくなるまち) 

▲ 事業を担う最低限の人数     

(年齢層と数) 

  

   博物館の活用 

 秋吉台・秋芳洞の再開発 

(博物館の活用) 

 観光ガイドの養成ツアー          

⇒地域の皆が秋芳洞・秋吉台を知る 

 季節ごとの観光ルートづくり     

(鱒・梨・ブルーベリー等)  

 体験型観光開発 

 秋芳洞の駐車料金の無料化(入洞者のみ) 

 3 億年が 30 分で歩ける道 

▲ 空き家を別荘で売り出す・貸す 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 

【岩永地域】 
 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 

住
民
面 

 

地区を発展させる 

取組 

 

目指すべき 

スローガン 

 

 

 交通の便を充実 

 ジオタク 

 まるきの移動販売ルート 

 施設の利活用(下郷小学校・本郷小学

校) 

 

 

 

 細やかな高齢者への交通手段の確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受け入れる 

 お互いの助け合い 

 消防団のつながりを広げる 

 協力する人の輪づくり 

 人(住民)が集まりやすい時間・日を選

ぶ 

 自分の住んでいる地域の将来にもっ

と関心を持つ 

▲ 若者の活躍(40 代以下) 

▲ 若者が活動できる・働ける環境 

 SNS 

 MYT(有線テレビ) 

 協議会役員の補助バックアップ 

 ふるさとづくり推進協議会の情報 

 岩永住民以外の手助け募集してみる 

 既存のイベントで新しいことをしてみる 

 まきこむこと 

 高齢者と若者が情報共有できる町づくり 

 受け入れること 

 自分の家族が暮らす岩永にもっと目を向ける 

 他地区からも来てみたくなる様な岩永地区にする 

 安心してお年寄りが暮らせる地域づくり 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【大田地域】 

 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 

住
民
面 

 

地区を発展させる 

取組 

 

目指すべき 

スローガン 

 

※参加者１名のためスローガンはなし 

 

 空いている建物をいつでも使える交

流スペースに 

 バスセンター周辺の整備 

 美東病院の診療科を増やす 

 高齢者が集まれる場所を作りたい 

 

 中高生が楽しいと思えるまちづくり 

 山車を活用したイベント 

 転入者と地域の方がふれあう場が増

えればよい 

 町内に知らない人が多すぎる                

⇒もっと町内の人達と仲良くなりた

い 

 孤立を防ぎたい 

 この町にしかない社会資源を活かす

方法で活性化に繋げる 

 昔のおまつりを復活させたい 

 少ない人口のまちでこそ、一丸とな

ってできることはないか 

 若者の横のつながりづくり(U ター

ン・I ターン)          ⇒

そこからなにが生まれるか 

 「関係人口」(そのまちのファン)を生

み出す 

 人口を増やすこと 

 支所に行けば本庁の専門家と TV 通

話できる 

 道の駅で行政サービス 

 自治会で行政の委託事業をうけおっ

てお金を稼ぐ 

 クラウドファンディングで祭り 

 コスプレ大会 

▲ 酒造会社があった 

▲ 鴨のスモークの利用 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【綾木公民館地域】 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 

住
民
面 

 

地区を発展させる 

取組 

 

目指すべき 

スローガン 

 

 

 

 周辺市から人を呼べる政策 

(山口市・宇部市より) 

 若者の定住 

 

 

 

 

 

 働き場所・企業誘致(若者の確保) 

⇒出生率アップ 

 

 「面白そう」「行ってみたい」と感じ

させる取組 

 奇抜な取組(よさこい踊り等) (特産

物のアピール) 

 「イナカ」を売りに 

(食べ物・風景をインスタグラムで配

信) 

 インターネットの活用 

⇒呼びかけと受け入れ態勢を作る

(観光・移住・労働) 

 農地から宅地への変換の短縮化 

 岡の台テニスコートをアパート建設 

 市営のたまり場(居酒屋)をつくる 

 就労場所の確保 

 

  

  

 出生率をあげる 

 三世代住宅への補助金の実施 

 農地の宅地への転換を簡略化 

 気軽に集える場所(居場所) 

 公民館活動充実・活性化 

(特産品の加工等で利活用) 

 もの作りを一緒にする場所 

 空き家対策 

 

 綾木東部地区をベッドタウン化 

 美東小学校 

⇒幼小中の一貫教育⇒教育の町 

 教育費の負担 

 少人数制の学校教育の 

利点をアピール(学力の向上) 

 児童教育では学校から帰ったらすぐに

宿題(みんながやるから) 

 

 

 教育の町、美東(綾木) 

▲ 有機の里 

▲ 花いっぱい、心ほっこり、 

青空広がる、癒しの里 

▲ 人と環境にやさしいまち 

▲ 農業の発展(エゴマ・菜の花) 

▲ エゴマ油・有機野菜の採取 

(身体に良い・健康寿命) 

▲ 菜の花の景観 

▲ 利益の出る農業に助成金 

 赤ちゃんから高齢者まで住みたくな

る町 

 子育ての町 

 子どもが伸び伸び過ごせる町 

 綾木小学校を休校させないために 
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第 2回 地域づくりワークショップ ～みんなで語ろう！地域の魅力について～ 
【真長田地域】 

内容 意見 

地区の将来に 

必要なこと 

行
政
面 

 

住
民
面 

 

地区を発展させる 

取組 

 

目指すべき 

スローガン 

 

 

 

 県道の整備・直線化(二本木～小郡) 

 公共交通 

 白土団地等の賃貸料を安く 

 きららオーガニックファームの再生

利用 

 若者に新築住宅をつくる 

 空き家対策 

 イベント広場・ホール 

 

 

 

 

 暮らしやすい土地 

 情報インフラ 

 老人ホーム・グループホーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宅地にできる場所を安く売る 

 桜公園をつくる 

 子どもの遊び場・公園 

 花いっぱいの町に 

 桜を植えよう 

 

 

 

 

 

 四季折々の花一日の町 

 桜花壇・花がいっぱいの     

魅力あるふるさと(桜並木) 

 

 

 

 

 保育料の無償化         

⇒若者の転入につなげる 

 中学通学のバス代無償化     

⇒長く住み続けてもらう 

 人口を増やすこと 

 子どもが地域で活躍できるようなし

くみづくり 

 地区の祭りを復活させる 

 地区同士のつながり(他地区の状況

を知る) 

 小学校と地域とのつながり 

 地域を見守る跡継ぎがいない 

 楽しい創造を 

 外国人を受け入れる 

 

 各地区サロンへの参加呼びかけ 

 ふるさとまつりの内容見直し   

⇒子育て世代の参加を促す 

 高齢者の生きがいと活躍の場を 

 ドッグラン 

 リーダーを養成する勉強会 

 地域で買い物する 

 民官一体化 

 奉仕活動の精神を育てる 

 趣味の発表会 

 イベントを集約         

⇒大きなまつり・一緒に行う 

 

 子ども中心の地域づくり 

 高齢者の集う場所・地域 

 男性が集まる元気な地域 

 地域の課題は地域で解決する   

⇒開心をする 

 地域発展に全員で立ち向かう 

▲ 企業の誘致 

▲ 高齢者の働く場 


